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処理概要

医療費助成の受給者証情報をシステムに登録、ＨＯＰＥでレセプトを作成後に、提出用の支払報告書・明細書を出力します。

※　請求書が発行されて、入金されていることが前提条件です。

※　保障対象外

　　出力ＣＳＶより取込み可能

　（エンコード変換が必要）

1.受給証の登録・変更

3.報告・明細書の発行

医療費助成

自己負担支払明細書

2.ＨＯＰＥでレセプト作成

HOPE

・報告・明細書の発行ＰＧ

HOPE HOPE HOPE

・受給証の登録発行ＰＧ

医療費助成
自己負担支払報告書

４.医療費助成データ作成ツール
（国保連合会より入手）
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１．受給証の登録・変更

医療費助成の受給者証を下記の画面より登録・変更します。

・患者番号

修正・確認したい患者の患者番号を指定します。

（患者チェック後、氏名・生年月日・性別・年齢

・住所を右欄に表示します。）

・対象行

修正・削除する場合に対象となる行を指定します。

・事業区分

事業区分を入力します。

１：こども医療費（自動償還）

２：母子・父子家庭（自動償還）

３：重度心身障がい者（児）（自動償還）

６：こども医療費（現物給付）

・ 受給者証番号

受給者証番号を１０桁で入力します。

先頭２桁：市町村番号

・ 開始・終了日（外来・入院）

外来・入院の開始・終了日を西暦８桁で入力しま

す。（空入力した場合は、開始日に生年月日、

終了日に各市町村ごとの制限年齢に合わせた終了日

を自動入力します。）

※　行番号にカーソルがある状態で 「F1」 を押すと 無効／有効の切替えができます。

（対象期間内で学校でのケガ等で請求を作成しない場合に使用してください）
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２．支払い報告書の発行

医療費助成の自己負担支払報告書（様式１）と明細書（別紙）を発行します。

※　対象年月で指定された月に請求したレセプトのうち自己負担金を完納した分が出力されます。

・対象年月

対象となるレセプト請求年月を西暦で入力します。

・プリンタ

出力先のプリンタ番号を指定します。

※　対象年月のレセプト作成が実行されていることが前提条件に

　　なります。（月遅再請求レセプトも対象になります）

Ｆ１で医療機関の設定を行います。 ※　パスワードは HOPESE です
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Ｆ２で出力する条件を指定できます、医療機関の運用に合わせて設定してください。 ※　パスワードは HOPESE です
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【補足】　ＣＳＶファイルの出力先

ＣＳＶファイルは、処理を行ったパソコンの『 D:\DMS_WORK\こども医療費データ 』配下に『支払明細_平成YY年MM月分.CSV』の形式で出力されます。

【補足】　エンコードの変換（UTF8変換ツール）

１．対象ファイルを右クリックして『こども医療費_UTF8へ変換』を選択します。

１．ファイル名を右クリックして
『こども医療費_UTF8へ変換』を選択します。
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２．先頭に UTF8_ が付加されたファイルが作成されます。

※ 『医療費助成自動償還ツール』の取込みにはこの
ファイルを指定してください。
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【補足】　医療費助成自動償還ツールに取り込む

１．『エンコードの変換（UTF8変換ツール）を使い シフトＪＩＳ→ＵＴＦ８ にエンコードを変換して保存します。

２．医療費助成自動償還ツールを起動し『入力』を開いて『取込』ボタンをクリックして上記ファイルを取り込んでください。

※ こども医療費_UTF8変換ツールを使用した場合は、ファイル名の先頭に『 UTF8_ 』が付加されますのでそれを取り込んでください。

1.『取込』をクリック

２.ファイルを選択して『開く』をクリック

４.データが取り込まれました

３.『ＯＫ』をクリック
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